
株式会社幻冬舎エデュケーション 

貸 借 対 照 表 

（平成23年３月31日現在） 

（単位：千円） 

科目 金額 科目 金額  

資 産 の 部   負 債 の 部   

流動資産 186,385 流動負債 117,818  

 現金及び預金 22,908  買掛金 60,298  

 受取手形 3,749  短期借入金 30,000  

 売掛金 116,278  未払金 540  

 商品及び製品 37,603  未払法人税等 1,221  

 仕掛品 100  未払消費税等 724  

 未収入金 2,111  未払費用 6,767  

 前払費用 563  預り金 840  

 繰延税金資産 3,689  賞与引当金 1,068  

 その他 113  返品調整引当金 16,357  

 貸倒引当金 △732 負債合計 117,818  

 純 資 産 の 部   

固定資産 360 株主資本計 68,927  

 有形固定資産 360  資本金 35,000  

  建物付属設備 86  資本剰余金 25,000  

  工具、器具及び備品 26    資本準備金 25,000  

  玩具金型 247  利益剰余金 8,927  

      その他利益剰余金 8,927  

       繰越利益剰余金 8,927  

    純資産合計 68,927  

資産合計 186,746 負債純資産合計 186,746  

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 



個別注記表 
１．重要な会計方針に係る事項 

(1) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

  評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 

・製 品       先入先出法 

・仕  掛  品       個別法 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産       定率法を採用しております。 

 （リース資産を除く） 

② 無形固定資産       定額法を採用しております。 

 （リース資産を除く）     なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく

定額法によっております。 

③リース資産          リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

(3) 引当金の計上基準 

① 貸 倒 引 当 金       債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、また貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。 

② 賞 与 引 当 金       従業員賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上して

おります。 

③ 役員賞与引当金       役員賞与の支給に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しております。 

④ 返品調整引当金       出版物の返品による損失に備えるため、書籍等の出版事業に係る売掛金残高に一定期間の

返品率及び売買利益率を乗じた額を計上しております。 

 (4) その他の重要な会計方針 

 消費税等の会計処理     消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

 

２．貸借対照表に関する注記 

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 232千円 

(2) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。 

① 短期金銭債権 88,184千円 

② 短期金銭債務 31,803千円 

 

３．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産 （単位：千円）

 流動資産 

  賞与引当金            283

  未払事業税 66

  未払社会保険料       36

  棚卸資産評価損   2,702

  未払費用否認 599

     計         3,689

 

 



４．金融商品に関する注記 

(1) 金融商品の状況に関する事項 

 ① 金融商品に関する取組方針 

    当社は、短期的な運転資金を親会社からの借入により調達しております。 

一時的な余資を短期的な預金により運用しております。 

 ② 金融商品の内容及びリスク 

    営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。 

    営業債務である支払手形及び買掛金は、ほとんどが６カ月以内の支払期日であります。 

 ③ 金融商品に係るリスク管理体制 

  ・信用リスク（取引先の債務不履行等に係るリスク）の管理 

    当社は、営業債権については、担当部門が主要な取引先の状況をモニタリングし、財務状況等の悪化等による回収懸念

の早期把握や軽減を行っております。     

 ④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

    金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれており

ます。当該価額の算定において変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変

動することがあります。 

(2) 金融商品の時価等に関する事項 

   平成23年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

 貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円） 

現 金 及 び 預 金 22,908 22,908 － 

売 掛 金 116,278 116,278 － 

資 産 計 139,187 139,187 － 

買 掛 金 60,298 60,298 － 

短 期 借 入 金 30,000 30,000 － 

負 債 計 90,298 90,298 － 

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項 

    資産（現金及び預金、売掛金） 

     これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。 

    負債（買掛金、短期借入金等） 

     これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。 

２．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

 １年以内（千円） １年超５年以内（千円） 5年超10年以内（千円） 10年超（千円） 

預 金 22,865 － － －

売 掛 金 116,278 － － －

合 計 139,144 － － －

 

５．賃貸等不動産に関する注記 

 該当事項はありません。 



６．関連当事者との取引に関する注記 

親会社及び法人主要株主等 

議決権等の所有

（被所有）割合 
関係内容 取引金額 期末残高 

属性 
会社等の

名称 
（％） 

役員の兼任

等 
事業上の関係 

取引の内容 

(千円) 

科目 

(千円) 

製品の販売及び

管理業務委託
製品の販売 204,526 売掛金 88,184

資金の援助 業務委託 5,198 未払費用 487

不動産の賃貸 事務所の賃借 2,520 未払費用 220

役員の兼任 資金の借入 30,000 短期借入金 30,000

親会

社 

株式会社

幻冬舎 

(被所有)直接 

66.7  
兼任２名 

  利息の支払 2,011 未払費用 81

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成委

託 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成委

託 
144 未払費用 63法人

主要

株主 

株式会社
とうこう・

あい 

(被所有)直接 

33.3 
－ 

広告取扱い 広告出稿 4,800 ― ―

 （注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておりませんが、期末残高には、消費税等が含まれております。 

２．取引条件及び取引条件の決定方針等 

 (1)製品販売については、一般の取引条件と同様に決定しております。 

 (2)業務委託手数料については、その必要性、効果、金額の妥当性を考慮し、決定しております。 

 (3)事務所の賃借については、近隣の家賃を勘案して、同等の価格によっております。 

 (4)資金の借入については、市場金利を勘案して、借入利率を合理的に決定しております。 

 

７．１株当たり情報に関する注記 

(1) １株当たり純資産額 57,439円 

(2) １株当たり当期純利益   14,604円 

 
８．当期純損益金額 

当期純利益 17,525千円 

 


